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はじめに
近年の古墳時代研究は、東アジアからの視点で日本の社会像に迫った研究成果が多く発表されてい

る（注１）。従来から、古墳の主体部から出土した武具、装身具、威信具等の個別研究等から朝鮮半島へ

の系譜や政治的交流・交易が指摘され、さらに、韓式系土器研究等の成果（注２）からも、陶質土器の系

譜、軟質土器の動向、須恵器の生産・流通等の研究が行われてきた。一方、北陸地域（注３）での研究状

況は、数少ない研究者によって古墳研究が深化されているが、集落等については低調といえよう。た

だし、南加賀地域を中心に発見された L字形竈を付設する建物の発見を契機に中国大陸や朝鮮半島

へも目を向けられ、韓式系土器等が注目されつつあるが、それらの基礎作業が行われておらず、社会

的動態等について言及されていないのが現状である。そこで、本稿では北陸地域における現時点での

状況を把握・整理するため、渡来系遺物群を中心に集成を行うことを主目的として、基礎データの提

示と、若干の検討を行いたい。

渡来系遺物の名称については、渡来人（注４）によってもたらされた多様多種な土器の総称とし、主に

土師器の移動式竈・甑・朝鮮系軟質土器、須恵器の甑・角杯形土器等の特徴的な遺物を集成する。な

お、渡来人と密接に関わる L字形竈を付設した建物も検討対象に含めた。また、須恵器生産の拡散

期に多大な影響を与えたと考える初期須恵器（注５）にも注目し、それらとの関係性等の検討を試みるた

めに集成の項目に入れている。検討の対象時期については、古墳時代（前期・中期・後期・終末期）

とし、主に田辺編年（注６）に準拠する。

本稿は、新村いづみと著者が幾度と勉強会を行い、その成果をまとめたものである。本文中の構成

や内容については両者で協議を行った。各文の終わりには名前を記して文責とする。 （松尾）

１．研究略史
管見であるが、北陸地域における渡来系遺物群の中では、福井県三方市獅子塚古墳出土の角杯形土

器を研究の端初となす（注７）。その後、研究は低調になりつつも、１９９０年代から活発に議論が行われる

ようになる。以下では、北陸地域での個別に研究成果をまとめてみたい。

�）陶質土器

陶質土器の分布は一部能登地域に見られる他、古川登氏、入江文敏氏、川本紀子氏の集成（注８）によ

り、越前・若狭地域に集中することが指摘されている。初期須恵器との区別が難しいことから、未だ

未確定の遺物も少なくない。

�）初期須恵器

田嶋明人氏は共伴した須恵器による土師器編年の視点から初期須恵器の供給状況と地域相について

言及した（注９）。吉岡康暢氏は加賀・能登地域においてその移入時期・遺跡・器種別に出土傾向を試み

た。その結果、①主に集落・古墳から出土し、出土頻度はほぼ同等、②古墳祭式で多用される傾向が

あり、集落での使用に先行する、③用途に応じた器種の選択が行われた、④陶邑産が大半を占める、

等を指摘した。さらに、分布状況から在地生産の前段階における流通機構の存在を示唆した（注１０）。以

降、初期須恵器の研究は、流通の問題に関連付けて行われる傾向にある。
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�）移動式竈

田嶋明人氏は５世紀末～６世紀初頭を中心に、古墳時代に比定できるものは能登に集中し、７世紀

からは北陸全体に分布する傾向を指摘した（注１１）。また、樫田誠氏は能登一帯で５世紀末に集中する特

異な状況について、同時期に盛行する製塩と王権への貢納に関わる儀式に関連するものとした（注１２）。

田中昌樹氏は竈形土製品として集成し、①日常的に使用されたものではないこと、②肩部が張る、凸

帯をもつ、煙孔、把手孔をもつ等の役割や具体的な形態的特徴をまとめた。８世紀の出土品について

は、都城の律令祭祀とは異なる、火に係わる祭祀として使われた可能性を指摘した。また、額見町遺

跡等の渡来系集団に関連した遺跡出土のものに関しては、二世、三世による製作を指摘している（注１３）。

�）角杯形土器

６世紀を中心に美濃、若狭、加賀、能登等の地域に集中することから、継体伝承と結びつける説や、

「日本書紀」垂仁紀にみえる渡来人説話との関連（注１４）で考えられている。興道寺窯産の角杯が獅子塚

古墳から出土したことについて、田辺昭三氏は地方窯と地方首長の関係性を指摘している（注１５）。なお、

具体的な用途については、朝鮮半島や大陸等の資料から類推した論考が見られる（注１６）。建物からの出

土例があることから、集落内での特異性について検討する必要がある。

�）朝鮮系軟質土器

望月精司氏は額見町遺跡出土の朝鮮系軟質土器について北陸型煮炊具の祖型として評価し、７世紀

前半の白山市北安田北遺跡や加賀市千崎遺跡等で「朝鮮系軟質土器」と認識できる資料があることを

指摘した。また、７世紀後半にみられる在地型土器の画期について、前段階に渡来系集団の地域参入

と朝鮮系軟質土器の影響を考えた（注１７）。これに関連して、樫田誠氏は、横穴系埋葬施設成立の様相に

注目し、渡来系集団をはじめとした工人を一括する一定層が、横穴系の墓制を携えて地域参入を行っ

たと推測している（注１８）。川本紀子氏は、福井市和田防町遺跡出土の軟質土器を検討し、在地土器に対

する割合が極めて少ないことと、５～６世紀の緊迫した国際状況からそれらを「特殊な位置」を示す

可能性を提起した（注１９）。 （新村）

２．渡来系遺物群の個別検討
北陸地域において、渡来系遺物群が出土した遺跡は、管見で１２４遺跡を数えることができた。総じ

て水系ごとの主要な古墳群が付近にある集落や海辺・山間部から出土していることが看取される。

今回、検討するのは、渡来系工人に関係する陶質土器、初期須恵器、生活する場の L字形竈を付

設する建物（住居）、日常生活で使用される道具で、煮炊具の移動式竈・甑、朝鮮系軟質土器、特殊

な用途の角杯形土器等を対象としたい。本来ならば、個別実証的な作業手続きが必要不可欠であるが、

今回は集成を基に傾向と特徴を概観する。ただし、個々の時期等は訂正している。集成に際しては、

遺跡の所在地、立地、層位・遺構、遺物の種類、時期な

どの項目を設定し、基礎データとした。遺跡の性格は集

落の存在が想定できる遺跡もその範疇に入れている。

�）陶質土器・初期須恵器

陶質土器とは、朝鮮半島で製作され日本に舶載された

還元焔焼成の焼物とされ、一方、日本で製作された初期

須恵器は、陶質土器の技術系譜上にあり、窖窯による還

元焔焼成の焼き物とに分けて考えられている。ここで

は、須恵器が定型化されるまでの TK２０８型式以前の範
表１ 初期須恵器 時期別量的変遷図
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初期須恵器集成
遺跡名 性格 層位・遺構 時期（型式） 出土土器 遺跡名 性格 層位・遺構 時期（型式） 出土土器

相 川 中 １ 号 墳 古墳 墳丘 TK２１６ �、杯身、杯蓋 下 山 ３ 号 墳 古墳 石室内 TK２０８ �
流 通 業 務 団 地
NO．７遺跡（５号墳） 古墳 墳丘 TK２１６ 甕 向 出 山 古 墳 １ 号 墳 古墳 石室 TK２１６～TK２０８ 杯蓋、高杯、壺

矢 田 遺 跡 集落 溝 TK７３？ 杯蓋、甕
流 通 業 務 団 地
NO．７遺跡（６号墳） 古墳 周溝 TK２１６ 有蓋高杯身 中 村 畑 遺 跡 集落 住居、包含層 TK７３～TK２１６ 把手付椀、中型甕

道 林 寺 � 遺 跡 集落 住居 TK７３～TK２１６ 杯蓋、杯身、�
上 野 １ 号 墳 古墳 墳丘（採集） TK２１６ 大型� 四 柳 ミ ッ コ 遺 跡 集落 竪穴建物など TK７３～ON４６ 無蓋高杯、杯身、�
向出山古墳２号墳 古墳 墳丘（採集） TK２１６ 壺、坩 古 府 ク ル ビ 遺 跡 集落 溝、住居 TK２１６ 杯蓋
和 田 山 ５ 号 墳 古墳 墳丘 TK２１６～ON４６ 甕 千 崎 遺 跡 集落 住居 TK２１６ 杯身
和 田 山 ２２ 号 墳 古墳 周溝 TK２１６～ON４６ 甕 漆 町 遺 跡 集落 溝 TK２１６ 直口壺
茶 臼 山 １ 号 墳 古墳 墳丘 TK２１６～ON４６ 台脚付短頸壺 高 堂 遺 跡 集落 包含層 TK２１６ 蓋杯
茶 臼 山 １２ 号 墳 古墳 墳丘 TK２１６～ON４６ 杯蓋、�、甕 永 町 遺 跡 集落 土坑 TK２１６ 杯蓋
二 子 塚 １０ 号 墳 古墳 周溝 ON４６ 甕 大 菅 波 D 遺 跡 集落 溝 TK２１６ �、杯身等、甑
二 子 塚 １９ 号 墳 古墳 周溝 ON４６ 甕、杯身、器台 田 伏 遺 跡 集落 包含層 TK２１６ 杯身
二 子 塚 ２９ 号 墳 古墳 周溝 ON４６ 壺 上 莇 生 田 遺 跡 集落 不明 TK２１６～ON４６ 大型�、�
鳥 越 山 古 墳 古墳 不明 ON４６ 蓋、有蓋高杯、�、甕、器台 犀 川 鉄 橋 遺 跡 集落 不明 TK２１６～ON４６ 杯蓋、杯身、高杯
二 子 塚 １６ 号 墳 古墳 周溝 ON４６～TK２０８ 甕 正 友 遺 跡 集落 不明 ON４６ 把手付椀
二 子 塚 ２０ 号 墳 古墳 周溝 ON４６～TK２０８ 甕 二 子 塚 遺 跡 集落 住居 ON４６ 甕
二 子 塚 ２１ 号 墳 古墳 周溝 ON４６～TK２０８ 短頸壺 北 反 畝 遺 跡 集落 包含層 ON４６～TK２０８ 杯身、甕、�、杷手付椀
二 子 塚 ３３ 号 墳 古墳 周溝 ON４６～TK２０８ 杯身 永町ガマノマガリ遺跡 集落 土坑 ON４６～TK２０８ 杯蓋、甑
城 光 寺 B ２ 号 墳 古墳 墳丘、周溝 ON４６～TK２０８ � 上 河 北 遺 跡 集落 不明 TK２０８ 杯蓋、杯身、�
イヨダノヤマ３号墳 古墳 墳丘 TK２０８ 杯身、蓋、�、甕等 倉 垣 遺 跡 集落 溝 TK２０８ 杯蓋
吸 坂 丸 山 ５ 号 墳 古墳 周溝 TK２０８ 壺、�、蓋 若 宮 B 遺 跡 集落 住居、包含層 TK２０８ 甕、杯蓋、身
国分高井山４号墳 古墳 周溝 TK２０８ 杯蓋 草 江 丸 山 遺 跡 集落 落ち込み TK２０８ 有蓋高杯、大型�
赤 浦 古 墳 群 古墳 墳丘（採集） TK２０８ 有蓋高杯 相 神 丸 山 遺 跡 集落 不明 TK２０８ 有蓋高杯、�
小竹ガラボ山古墳 古墳 墳丘 TK２０８ 甕、器台 万 行 赤 岩 山 遺 跡 集落 住居 TK２０８ 杯蓋
茶 臼 山 ３ 号 墳 古墳 周溝 TK２０８ 大型�、�、甕 石 塚 遺 跡 集落 不明 TK２０８ 杯身
茶 臼 山 ６ 号 墳 古墳 墳丘、周溝 TK２０８ 有蓋高杯 畑 中 遺 跡 集落 不明 TK２０８ 有蓋高杯、蓋
和 田 山 ４ 号 墳 古墳 周溝 TK２０８ 杯、有蓋高杯、� 末 町 遺 跡 集落 不明 TK２０８ 高杯
寺 井 山 １ 号 墳 古墳 墳丘（採集） TK２０８ �、甕 畝 田 ・ 寺 中 遺 跡 集落 溝 TK２０８ 杯身、無蓋高杯、�など
二 子 塚 ２３ 号 墳 古墳 周溝 TK２０８ �、甕 芦 川 八 幡 遺 跡 集落 不明 TK２０８ 大型�
二 子 塚 ３６ 号 墳 古墳 周溝 TK２０８ 壺、甕 中 遺 跡 集落 不明 TK７３～TK２０８ 杯身、高杯、器台等
寺 山 古 墳 古墳 墳丘（採集） TK２０８ 杯蓋、身、高杯 竹 生 野 遺 跡 集落 包含層 TK２１６～TK２０８ 把手付椀、杯身、杯蓋
中 川 １０ 号 墳 古墳 墳丘（採集） TK２０８ 器台 高 田 遺 跡 集落 包含層 TK２１６～TK２０８ 樽型�、�、杯蓋、杯身、壺
西 塚 古 墳 古墳 墳丘 TK２０８ 高杯
村 国 山 ２ 号 墳 古墳 古墳（採集） TK２０８ �、壺
太 田 山 古 墳 群
６ 号 方 形 周 溝 墓 古墳 墳丘表土 TK２０８ 高杯 陶質土器
蟻 子 山 古 墳 群 古墳 不明 TK２０８ 大型� 遺跡名 性格 層位・遺構 時期 出土土器（種類）
飯 綱 山 古 墳 群 古墳 不明 TK２０８ � 剣 神 社 隣 接 地 遺 跡 集落 不明 ５C後～６C初 蓋、高杯
下 山 １ 号 墳 古墳 石室内 TK２０８ 大型� 奥 原 遺 跡 集落 包含層 ６C 器台

当 山 美 濃 峠 古 墳 古墳 不明 ６C前～前葉 高杯

表２ 初期須恵器・陶質土器一覧表

移動式竈 甑
遺跡名 性格 層位・遺構 時期 備考 遺跡名 性格 層位・遺構 時期 備考

柳 田 遺 跡 集落 不明 ５C末 二口かみあれた遺跡 集落 包含層、溝 ４C
畝 田 ・ 寺 中 遺 跡 集落 溝 ５C末～６C初

千 代 ・ 能 美 遺 跡 集落 河道 ４C 山陰系／
小型

高 田 遺 跡 集落 土器溜（祭祀） ５C末～６C初
（TK２１６～TK４７） 漆 町 遺 跡 集落 溝 ５C後半

千 崎 遺 跡 集落 住居 ５C後～６C初 美 岬 ・ 千 崎 B 遺 跡 集落 柱穴、土坑 ５C後半
水白 モ ン シ ョ 遺 跡 集落 包含層 ５C末～６C前 潮 津 金 場 遺 跡 集落 住居、土坑 ５C後～末
下 開 発 遺 跡 集落 包含層 ５C末～６C前 柳 田 遺 跡 集落 不明 ５C末
神 代 羽 連 遺 跡 集落 不明 ５C末～６C前 谷内ブンガヤチ遺跡 集落 包含層 ５C
中 村 畑 遺 跡 集落 溝 ５C後～６C前 神 野 遺 跡 集落 溝 ５C
矢 田 遺 跡 集落 溝 ５C末～６C 神 代 羽 連 遺 跡 集落 不明 ５C末～６C前
久 江 C 遺 跡 集落 排水溝掘削 ５C～６C 畝 田 ・ 寺 中 遺 跡 集落 溝 ５C末～６C初
曽 福 遺 跡 集落 不明 ６C 曽 福 遺 跡 集落 不明 ６C
指 江 B 遺 跡 集落 河道 ６C 指 江 B 遺 跡 集落 河道 ６C
中尾 新 保 谷 内 遺 跡 集落 不明 ６C 弓 波 遺 跡 集落 川跡 ６C
弓 波 遺 跡 集落 川跡 ６C 念 仏 林 南 遺 跡 集落 住居 ６C
奥 原 遺 跡 集落 包含層 ６C 松 山 C 遺 跡 集落 柱穴、溝 ６C～７C?
細 口 源 田 山 遺 跡 集落・古墳 包含層 ６C後 額 見 町 西 遺 跡 集落 住居 ６C末～７C初
吉 見 浜 遺 跡 集落 不明 ６C後～７C初 柳 田 シ ャ コ デ 遺 跡 集落 住居 ７C初
浜 禰 遺 跡 集落 不明 ６C後～７C初 四 柳 白 山 下 遺 跡 集落 包含層 ７C初
利 田 横 枕 遺 跡 集落 包含層 ６C後～７C初 徳 久 荒 屋 遺 跡 集落 包含層、柱穴 ７C前
麻生 谷 新 生 園 遺 跡 集落 溝、住居 ６C末～７C初 下 開 発 遺 跡 集落 包含層 ７C前
貝 田 C 遺 跡 集落 落ち込み ６C～７C 額 見 町 遺 跡 集落 住居 ７C前半、中葉
松 山 C 遺 跡 集落 柱穴、溝 ６C～７C? 田 上 西 遺 跡 集落 竪穴住居 ７C
藤 橋 遺 跡 集落 溝 ７C前 犀 川 鉄 橋 遺 跡 集落 不明 ７C
三 室 福 浦 B 遺 跡 集落 溝、包含層、鞍部 ７C前 篠 原 遺 跡 集落 土坑、包含層 ７C
額 見 町 遺 跡 集落 不明 ７C前半、中葉 春 木 黍 谷 遺 跡 集落 土坑・包含層 ７C後半
薬 師 遺 跡 集落 住居 ７C中

北 安 田 北 遺 跡 集落 包含層
溝、住居 ７C中～８C中

古府タブノキダ遺跡 集落 柱穴 ７C
末 松 A 遺 跡 集落 包含層 ７C 沢 ソ ウ ダ ケ 遺 跡 集落 不明 ７C～８C
曽 祢 C 遺 跡 集落 河道、包含層 ７C 太 田 ツ ツ ミ ダ 遺 跡 集落 不明 ７C～８C
高 畠 テ ラ ダ 遺 跡 集落 不明 ７C 寺 家 遺 跡 集落 包含層、溝外、住居 ７C～８C
北 安 田 北 遺 跡 集落 包含層、溝、住居 ７C中～８C中 赤 浦 や ま あ と 遺 跡 製塩 製塩遺構 ８C

寺 家 遺 跡 集落 包含層、溝外、
住居

７C～８C
（TK４７）

武部ショウブダ遺跡 集落 包含層 ８C

末松 ダ イ カ ン 遺 跡 集落 住居 ７C末～８C初
万 尾 遺 跡 集落 不明 ７C～８C前

表３ 移動式竈・甑一覧表
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疇で捉える（注２０）。

陶質土器についての報告例は、北陸地域で３例を数えることができるが、確実な陶質土器とするに

は慎重になる必要がある。しかし、初期須恵器としても、技法、文様等の特徴から朝鮮半島の中でも

系譜が追えるものもあり、類似品があることから、北陸地域でも特に若狭・越前地域では渡来系工人

が移入し在地窯で製作した可能性が高い。

初期須恵器については、散見的に出土しており、古墳・集落に分けて量的変遷を検討する。まず、

古墳では TK２０８期に増加する傾向がある。各地域で形成された古墳群の中でもこの傾向は、捉えら

れ、従来の祭式に須恵器の供献具としての役割が高まったといえよう。それ以降となると、既往研究（注２１）

で示されたように TK２３～４７期で、より増加することが認められる。器種は、杯、高杯、壺、甕、�
等が出土しているが、甕、�の出土率が高い。中でも貯蔵具として機能性が優れている甕の有効性が
認められていることを示す。一方、集落からは TK７３期で散発的に出現する。TK２１６期からは低調で

あるものの、TK２０８期で増加する。特に、三湖台地域では該当時期に分布が密となる現象は、政治的

基盤・その後の須恵器生産等を考える上で示唆的である。また、分布状況からは、若狭・越前地域で、

新羅系の土器が出土している他、各地域の主な水系の流域ごとに構築された主要な古墳群と集落から

出土していることが指摘できる。

�）建物

L 字形竈を付設する建物は、北陸地域の中でも南加賀地域の特定できる地域で発見されている。こ

の竈については、その系譜を高句麗等の朝鮮半島北部や朝鮮半島南部に求める論考がある（注２２）が、い

ずれにせよ、系譜を辿れる渡来人の生活痕跡として認めることができる。当該遺構は現在のところ、

特定の地域に６世紀末～７世紀初頭に出現し、建物形態を変えながらも構築され、短期間で終焉する

状況が看取される。その事象はその地域における政治的・生産的動向を考える上で示唆に富む。

�）移動式竈

移動式竈は古墳時代中期に出現し、甑と甕（鍋）をセットとして使用する煮炊具の一つで、新しい

生活様式の特徴的な土器といえよう。６世紀になると一定量存在する。形態的特徴を見ていくと、能

登地域と加賀地域では地域性が認められ、加賀地域でもさらに小地域によって特性が見出される。ま

た、底部の製作技法にも特徴があり、多様性が認められる。

�）甑

移動式竈と甕（鍋）をセットとして使用される煮炊具の一つである。前期には弥生土器の系譜を引

いた底部に穿孔した甕を使用していた例が散見されるが、５世紀後半から筒状の体部をもち、底部に

孔がある把手のついた土器が増加傾向を示す。特に、指江B遺跡出土の甑の把手には切り込みが認

表４ 移動式竈 時期別量的変遷図 表５ 甑 時期別量的変遷図
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められ、その製作にあたっては渡来人が関わったと推測する。また、底部に注目すると、中能登町谷

内ブンガヤチ遺跡、金沢市神野遺跡、加賀市永町ガマノマガリ遺跡等では多孔が認められるが、他に

は底部がない形態が多いことが指摘でき、さらに口縁部の形態から各地域に特徴的な様相を捉えるこ

とができる。弥生時代からの甕底部を穿孔したものから把手のついた新しい形態の甑への導入期を４

世紀から５世紀の中に認めることができよう。さらに、この甑の製作技法には須恵器製作技法を用い

た６世紀後葉～７世紀前半にも認められる。

�）朝鮮系軟質土器

「軟質土器」（注２３）、または「朝鮮系軟質土器」（注２４）で呼称されているが、概念としては後者に相当す

る。近年、資料が増加しつつあり、再検討を行う必要のあるものも認められる（注２５）。土器は在地で製

作されつつも、技法は朝鮮半島に求めることができるため、直接・間接的に渡来人の移入が考えられ

る。傾向については、４世紀後半～５世紀前半頃に越前地域でみられ、５世紀後半以降、加賀地域に

点在する状況が認められる。７世紀代には特定の地域に集中的に認められるが、短期間である。周辺

の須恵器窯や古墳群の造営等の政治的・社会的な動向を考える上で示唆的である。

�）その他の特殊な遺物

特殊な須恵器としては、特殊器台や角杯形土器等がある。これらは５世紀後半から出現し、微量な

がら広範囲に点在する。６世紀代の特殊器台は集落から出土しており、朝鮮半島での伝統的な儀式・

儀礼を保持した渡来系集団の存在が想起される。一方、古墳からは百済系の壺や鈴付き高杯等が出土

しており、被葬者の系譜を窺う資料が散見される。生産地は各地域にある須恵器窯であり、搬入品は

現在認められず、須恵器窯の工人集団の出自や、それらを統括した首長層、消費地である集落の中の

構成員との関係性が有機的であることが指摘できる。特筆すべきは、志賀町オハイノヤマA遺跡か

ら出土した土師器の角杯形土器である。能登半島基部の海岸に立地しており、製塩に関係した集団の

存在が示唆され、弥生時代後期から古墳時代前期前半頃において渡来人がその地域に移入していたこ

とが窺える。なお、付記ではあるが、７世紀後半～８世紀前には、半瓦当が出土している例が散見さ

れる。その周辺には寺院の存在が示唆される。これらは在地で製作されたと考えられ、渡来系専門工

人とそれを統括（庇護）する支配者層の存在が想定でき、階層集団の性格も窺える。 （松尾）

３．まとめにかえて
上記の検討を基に渡来系遺物群の動態をまとめ、考察を行いたい。性格別に傾向を窺うと、集落か

らの出土が多く、ついで古墳となる。前者からは初期須恵器、移動式竈、角杯形土器が５世紀後半に

なると散見される。海辺や山間部に分布することは周辺にある材料を基とする生産に関係しているこ

とが推測され、生産基盤・手工業生産を考える上で示唆的である。一方、後者では初期須恵器が５世

紀後半（特に TK２０８段階）から増加する傾向（注２６）にあるのは、副葬品として須恵器が供献具としての

役割を担ったことで理解できる。各地域での葬送儀礼や祭式に変化が生じたと推察されるが、氾的と

はいえないことに往時の状況を示していると考えられよう。また、北陸地域における初期須恵器の移

入が即渡来人とはいえなくとも、各地域における出土状況を考慮すると無関係とは言い切れない。６

世紀代になると、須恵器窯が越前、南加賀、能登、越中の各地域で点在して操業されるようになり、

供給が始まる。それまでの葬送・祭式に伴う供献具から供膳具としても機能変化の移行が行われるよ

うになり、各地で生活様式の変移が認められる。７世紀では、須恵器技法でもって土師器の食膳具が

製作されるようになり、集落でも量が増加し、分布密度も高くなる。

これらの５世紀後半から各段階にわたって渡来系遺物が生産に関わる遺跡から出土している現象
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は、断続的に渡来人の工人が須恵器生産等の

手工業生産に関与していたと考えられ（注２７）、

生産組織の再編とそれらに影響された生活様

式の変化が窺える。

また、初期須恵器と他の遺物群との関係性

は注意でき、生活様式の先導役を担っていた

可能性を示唆する。初期須恵器の動態と拡散

については、断続的かつ継続的に渡来人が移

入してきた可能性があり、これらの具体的な

検証が課題となる。

以上、渡来系土器群を検討すると、それぞ

れの時期的変移が重なることが指摘できる。

つまり、社会的な変革があったことが認めら

れる。中でも、須恵器の導入と各地域での拡

散、土師質土器への須恵器技法導入は、工人

や技術の再編（整理・統合）が段階的かつ断

続的に行われ、経済的にも政治的介入が強化

されたと考えられる。小地域ごとの断続的な

渡来系遺物群の移入は政治的支配下における

組織の再編・強化を具現化した事象の一側面

として考えられよう。

今後の課題としては、詳細な個別実証的な検討を基に集落における構造の変化、鉄器生産・塩生産・

玉生産・埴輪生産（注２８）等の手工業生産の動向等といった社会的特質を個別研究から理解する必要があ

る。さらに、古墳群の趨勢や九州系・畿内系横穴式石室の段階的な影響（注２９）・横穴墓の偏在性を包括

した巨視的な政治構造も考えていかなればならない。 （松尾・新村）

おわりに
以上、渡来系遺物群として集成したが、本来ならば、個別に詳細に遺物の特徴を把握し、形式・型

式を設定することにより、歴史の縦軸と横軸を明らかにする作業が必要であるが、型式設定や分類を

行うには、さらなる資料の増加を待たなければならず、個別実証的な作業までいたらなかった。今後

の課題としたい。また、集成したデータの不統一が生じたことや今回、林氏から貴重なデータを提供

して頂き、また望月氏から貴重なご教示を頂いたのにもかかわらず、活かしきれなかったのは反省す

べきである。今後の自戒としたい。本稿が北陸地域における古墳時代研究の一視点となる契機になれ

ば幸甚である。また、ご批判・ご教示いただけば幸いです。

最後になりましたが、以下の方々にご教授・ご教示頂きました。氏名を記して感謝の意とします。

荒川和哉、大西 顕、立原秀明、津田隆志、林 大智

久田正弘、松尾洋平、宮川勝次、望月精司、安中哲徳

遺物・遺構 時期 集落 古墳 窯跡 製塩 合計

陶 質 土 器
５C後～６C初 １ ０ ０ ０ １

６C １ ０ ０ ０ １
６C前～前葉 ０ １ ０ ０ １

初 期 須 恵 器

TK７３～TK２１６ ４ ０ ０ ０ ４
TK２１６ ７ ５ ０ ０ １２

TK２１６～ON４６ ２ ４ ０ ０ ６
ON４６ １ ４ ０ ０ ５

ON４６～TK２０８ ２ ５ ０ ０ ７
TK２０８ １１ ２２ ０ ０ ３３

TK２１６～TK２０８ ２ １ ０ ０ ３

L字形竈付設建物
６C末～７C初 １ ０ ０ ０ １
７C前半、中葉 ３ ０ ０ ０ ３

移 動 式 竈

５C後半～６C前半 １０ ０ ０ ０ １０
６C ５ ０ ０ ０ ５

６C後～７C初 ５ ０ ０ ０ ５
７C前半、中葉 ６ ０ ０ ０ ６

７C～８C ７ ０ ０ ０ ７

甑

４C ２ ０ ０ ０ ２
５C ２ ０ ０ ０ ２

５C後半 ４ ０ ０ ０ ４
５C末～６C前 ２ ０ ０ ０ ２

６C ４ ０ ０ ０ ４
６C～７C ８ ０ ０ ０ ８
７C～８C ８ ０ ０ １ ９

朝鮮系軟質土器

４C後～５C前半 ２ ０ ０ ０ ２
５C １ ０ ０ ０ １

５C後～６C初 １ ０ ０ ０ １
６C ２ ０ ０ ０ ２

７C前半、中葉 １ ０ ０ ０ １

特 殊 須 恵 器
５C後半 １ ０ ０ ０ １

６C ２ ３ ０ ０ ５
６C末～７C前半 ２ ２ １ ０ ５

角 杯 形 土 器
３～４C １ ０ ０ ０ １

５C後半～６C前半 １ ０ １ ０ ２
６C～７C ２ １ ０ ０ ３

瓦 （ 半 瓦 当 ）
７C後半～８C １ ０ ０ ０ １

８C前半 １ ０ ０ ０ １
合 計 １１４ ４８ ２ １ １６５

表６ 渡来系遺物群 時期／性格出土傾向表（新潟は除く）
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【補注】

１．鈴木靖民編２００２『倭国と東アジア』吉川弘文館 その他参考文献を参照。

２．韓式系土器研究会『韓式系土器研究�～�』
３．本稿では、「北陸地域」を便宜的に旧若狭・越前・加賀・能登・越中（糸魚川以西）を－範囲として設定する。

４．湊哲夫２００３「渡来人と古代国家形成」『渡来人』津山郷土博物館

５．山田邦和１９９９「須恵器生産系譜論の現状」『考古学に学ぶ―遺構と遺物―』同志社考古学大学シリーズ� 森浩一・

松藤和人編 同志社大学考古学シリーズ刊行会

６．田辺昭三１９８１『須恵器大成』角川書店

７．福井県１９８６『福井県史』資料編１３ 考古

８．川本紀子２００３「越前・若狭における韓半島系土器の一様相」『北陸古代土器研究』第１０号 北陸古代土器研究会

９．田嶋明人１９８７「在地窯の成立と土師器～越前、加賀、能登、越中の状況」『第８回三重シンポジウム 東国におけ

る古式須恵器をめぐる諸問題』第�分冊北武蔵古代文化研究会
１０．吉岡康暢１９９１『日本海域の土器・陶器（古代編）』六興出版

１１．和歌山県埋蔵文化財研究会１９９２『古代の竈を考える 第３冊』

１２．樫田誠１９９９「北陸における古墳時代中・後期の様相－南加賀地域における事例を中心として－」第４６回埋蔵文化

財研究集会実行委員会『渡来人の受容と展開－５世紀における政治的・社会的変化の具体相－』

１３．田中昌樹２００３「北陸地域の「竈形土製品」について」『富山考古学研究－紀要第６号』富山県文化振興財団埋蔵文

化財調査事務所

１４．石川県立埋蔵文化財センター１９８２『能登海浜道関係埋蔵文化財調査報告書� 志賀町中村畑遺跡・志賀町女郎塚

遺跡』

１５．同注６文献

１６．入江文敏１９８８「角杯形土器小考」『網干善教先生華甲記念考古學論集』網干善教先生華甲記念会

１７．望月精司１９９９「北陸型煮炊具の出現と成立過程－加賀地域及び小松市額町遺跡の事例検討を中心として－」『北陸

の考古学』石川考古学研究会

１８．同注１２文献

１９．同注８文献

２０．同注６文献

２１．同注９文献

２２．合田幸美１９９５「朝鮮半島の竈」『研究紀要』Vol．２（財）大阪文化財センター

２３．植野浩三１９８７「韓式系土器の名称と分類」『韓式系土器研究』１ 韓式系土器研究会

２４．今津啓子１９９４「渡来人の土器」『ヤマトの王権と交流の諸相』古代王権交流５ 荒木敏夫編 名著出版

２５．加賀市弓波遺跡出土例では、所属時期が４世紀代に比定されるが、出土状況から５世紀後半の須恵器杯身が付近

で出土しており、時期設定についてはこの時期に相当すると考える。また、金沢市二口六丁遺跡出土例には、朝

鮮系軟質土器として認められるものもあり（林大智氏ご教示）、今後、検証が必要となる。

２６．同注１４文献

２７．同注１６文献

２８．三浦俊明２００６「北陸における須恵器系埴輪の生産」『考古学ジャーナル』No．５４１ ニューサイエンス社

２９．伊藤雅文１９９３「北陸地方」『季刊考古学』第４５号 雄山閣

伊藤雅文２００２「北陸の終末期古墳の特質」『シンポジウム 前方後円墳以後の古墳と週末』第１０回東北・関東前方

後円墳研究会大会実行委員会編集 東北・関東前方後円墳研究会
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（
３
・
４
含
む
）
５
世
紀
後
半
（
３
・
４
世
紀
含
む
）

番
号

遺
跡
名

番
号

遺
跡
名

１
相
神
丸
山
遺
跡

３５
古
府
ク
ル
ビ
遺
跡

２
高
田
遺
跡

３６
神
野
遺
跡

３
貝
田

C
遺
跡

３７
相
川
中
１
号
墳

４
草
江
丸
山
遺
跡

３８
寺
井
山
１
号
墳

５
中
村
畑
遺
跡

３９
下
開
発
遺
跡

６
オ
ハ
イ
ノ
ヤ
マ

A
遺
跡

４０
和
田
山
古
墳
群

７
赤
浦
古
墳
群

４１
茶
臼
山
古
墳
群

８
国
分
高
井
山
４
号
墳

４２
高
堂
遺
跡

９
矢
田
遺
跡

４３
漆
町
遺
跡

１０
万
行
赤
岩
山
遺
跡

４４
千
代
・
能
美
遺
跡

１１
小
竹
ガ
ラ
ボ
山
古
墳

４５
潮
津
金
場
遺
跡

１２
水
白
モ
ン
シ
ョ
遺
跡

４６
大
菅
波

D
遺
跡

１３
久
江

C
遺
跡

４７
二
子
塚
古
墳
群

１４
谷
内
ブ
ン
ガ
ヤ
チ
遺
跡

４８
吸
坂
丸
山
５
号
墳

１５
四
柳
ミ
ツ
コ
遺
跡

４９
二
子
塚
遺
跡

１６
倉
垣
遺
跡

５０
永
町
ガ
マ
ノ
マ
ガ
リ
遺
跡

１７
二
口
か
み
あ
れ
た
遺
跡

５１
永
町
遺
跡

１８
竹
生
野
遺
跡

５２
千
崎
遺
跡

１９
正
友
遺
跡

５３
千
崎

B
遺
跡

２０
イ
ヨ
ダ
ノ
ヤ
マ
３
号
墳

５４
中
川
１０

号
墳

２１
柳
田
遺
跡

５５
和
田
防
町
遺
跡

２２
城
光
寺

B
２
号
墳

５６
上
河
北
遺
跡

２３
寺
山
古
墳

５７
上
莇
生
田
遺
跡

２４
神
代
羽
連
遺
跡

５８
太
田
山
古
墳

６
号
方
形
周
溝
墓

２５
加
納
横
穴

５９
中
角
遺
跡

２６
上
野
１
号
墳

６０
末
町
遺
跡

２７
北
反
畝
遺
跡

６１
剣
地
神
社
隣
接
地
遺
跡

２８
道
林
寺
�
遺
跡

６２
畑
中
遺
跡

２９
石
塚
遺
跡

６３
村
国
山
２
号
墳

３０
流
通
業
務
団
地

N
O
．７
遺
跡（

５・
６
号
墳
）

６４
中
遺
跡

３１
若
宮

B
遺
跡

６５
向
出
山
古
墳
群

３２
畝
田
寺
中
遺
跡

６６
三
生
野
遺
跡

３３
二
口
六
丁
遺
跡

６７
西
塚
古
墳

３４
犀
川
鉄
橋
遺
跡

６８
鳥
越
山
古
墳

０
１０
０（
km
）

＜
凡
例
＞

集
落
・
そ
の
他

古
墳
窯
跡

N

１０
９

３１７
８

１

１２１１ １３２ ４

３ ５

２１６ ２２００ ２２２３１４

２４ ２９１５ ３０

２５

１６ １７ ２６１８
１９

図
１

渡
来
系
遺
物
群
遺
跡
分
布
状
況
（
３
～
５
世
紀
）

２７
２８

３ ３２ ２ ３３
３４３ ３５ ５

３ ３６ ６
３７

３９ ４１３８
４０

４４２２
４ ４３ ３ ４４

４４６６ ４７４４５５

４９４４８８

５０５２ ５１５５３３

５４

５５

５８５６
５５７７

５９

６２ ６３６８

６０
６１

６４
６５

６６

６７
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６
世
紀

番
号

遺
跡
名

１
高
田
遺
跡

２
貝
田

C
遺
跡

３
曽
福
遺
跡

４
白
馬
ナ
ブ
ラ
山
１
号
墳

５
矢
田
遺
跡

６
水
白
モ
ン
シ
ョ
遺
跡

７
久
江

C
遺
跡

８
中
尾
新
保
谷
内
遺
跡

９
上
久
津
呂
中
屋
遺
跡

１０
神
代
羽
連
遺
跡

１１
麻
生
谷
新
生
園
遺
跡

１２
利
田
横
枕
遺
跡

１３
指
江

B
遺
跡

１４
畝
田
寺
中
遺
跡

１５
古
府
ク
ル
ビ
遺
跡

１６
旭
遺
跡

１７
下
開
発
遺
跡

１８
矢
田
野
エ
ジ
リ
古
墳

１９
林
タ
カ
ヤ
マ
窯
跡

２０
額
見
町
西
遺
跡

２１
念
仏
林
南
遺
跡

２２
松
山

C
遺
跡

２３
弓
波
遺
跡

２４
千
崎
遺
跡

２５
当
山
美
濃
峠
古
墳

２６
剣
地
神
社
隣
接
地
遺
跡

２７
興
道
寺
窯
跡

２８
獅
子
塚
古
墳

２９
吉
見
浜
遺
跡

３０
浜
禰
遺
跡

３１
二
子
山
３
号
墳

０
１０
０（
km
）

＜
凡
例
＞

集
落
・
そ
の
他

古
墳
窯
跡

N

３

５ ５

１２

４ ４

２
１ ６６ ７７ ８８ ９９

１１００
１１１１

図
２

渡
来
系
遺
物
群
遺
跡
分
布
状
況
（
６
世
紀
代
）

１１３３

１１４４
１１５５

１ １６ ６
１１７７

２ ２０ ０ １１８８
１ １９ ９２ ２１ １

２ ２２ ２
２ ２３ ３

２２４４

２２５５
２２６６

２ ２７ ７
２２８８

２２９９ ３３００

３ ３１ １

― 58 ―



７
世
紀

番
号

遺
跡
名

１
貝
田

C
遺
跡

２
三
室
福
浦

B
遺
跡

３
古
府
タ
ブ
ノ
キ
ダ
遺
跡

４
藤
橋
遺
跡

５
白
馬
ナ
ブ
ラ
山
１
号
墳

６
青
木
黎
谷
遺
跡

７
沢
ソ
ウ
ダ
ケ
遺
跡

８
四
柳
白
山
下
遺
跡

９
太
田
ツ
ツ
ミ
ダ
遺
跡

１０
寺
家
遺
跡

１１
柳
田
シ
ャ
コ
デ
遺
跡

１２
武
部
シ
ョ
ウ
ブ
ダ
遺
跡

１３
高
畠
テ
ラ
ダ
遺
跡

１４
曽
祢

C
遺
跡

１５
万
尾
遺
跡

１６
上
久
津
呂
屋
遺
跡

１７
麻
生
谷
新
生
園
遺
跡

１８
利
田
横
枕
遺
跡

１９
塚
崎
８
号
横
穴

２０
高
岡
町
遺
跡

２１
田
上
西
遺
跡

２２
末
松
ダ
イ
カ
ン
遺
跡

２３
末
松
遺
跡

２４
北
安
田
北
遺
跡

２５
徳
久
荒
屋
遺
跡

２６
下
開
発
遺
跡

２７
薬
師
遺
跡

２８
額
見
町
西
遺
跡

２９
額
見
町
遺
跡

３０
矢
田
野
遺
跡

３１
林
タ
カ
ヤ
マ
窯
跡

３２
松
山

C
遺
跡

３３
篠
原
遺
跡

３４
敷
地
天
神
山
遺
跡

３５
吉
見
浜
遺
跡

３６
浜
禰
遺
跡

０
１０
０（
km
）

＜
凡
例
＞

集
落
・
そ
の
他

古
墳
窯
跡

N

図
３

渡
来
系
遺
物
群
遺
跡
分
布
状
況
（
７
世
紀
代
）

２ ２
３３

１８４ ４５５

１１２２１ ６６

１１５５

１ １３ ３ １ １６ ６７７ １ １４ ４

８８
９９

１１７７１１１１１１００

１１９９

２２１１

２２００
２２３３２２２２

２２４４

２ ２６ ６
２ ２５ ５

２２７７
２ ２８ ８ ３ ３１ １

２２９９ ３３００
３ ３２ ２３３３３

３ ３４ ４

３３５５ ３３６６
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N
o.

地
域

遺
跡
名

所
在

地
立
地

性
格

出
土
層
位
・
遺
構

器
種
（
遺
物
）

時
期

備
考

文
献

新
市
町
村
名

１
若
狭

吉
見

浜
遺

跡
大
飯
郡
大
島

お
お
い
町

砂
丘

集
落

不
明

土
師
器

移
動
式
竈

６
C
後
半
～
７
C
初

田
中
晶
樹
２０
０３
「
北
陸
地
域
の
竈
形
土
製
品
に
つ
い
て
」『
富
山
考
古
学
研
究

紀
要
』第

６
号
富
山
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

２
浜

禰
遺

跡
大
飯
郡
大
島

お
お
い
町

砂
丘

集
落

不
明

土
師
器

移
動
式
竈

６
C
後
半
～
７
C
初

福
井
県
１９
６６
『
若
狭
大
飯
－
大
飯
郡
大
飯
町
考
古
学
調
査
報
告
』

３
獅

子
塚

古
墳

三
方
郡
美
浜
町
郷
市

美
浜
町

沖
積
平
野

古
墳

墳
丘

須
恵
器

角
杯

６
C
初
～
６
C
代

興
道
寺
窯
跡
産

ベ
ン
ガ
ラ
使
用

福
井
県
１９
８６
『
福
井
県
史
資
料
編
１３

－
考
古
』

上
田
三
平
１９
２２

『
福
井
縣
史
蹟
勝
地
調
査
報
告
』

４
興

道
寺

窯
跡

三
方
郡
美
浜
町
郷
市

美
浜
町

丘
陵

窯
跡

窯
内

須
恵
器

角
杯
（
M
T１
５
）

６
C
初
～
６
C
代

興
道
寺
窯
跡
産

美
浜
町
教
育
委
員
会
１９
８０
『
興
道
寺
窯
跡
発
掘
調
査
概
報
』

福
井
県
窯
業
誌
編
纂
委
員
会
１９
８３
『
福
井
県
窯
業
誌
』

５
織

田
遺

跡
丹
生
郡
織
田
町

越
前
町

沖
積
地

集
落

不
明

陶
質
土
器

有
蓋
高
杯

５
C
代

検
証
の
必
要
あ
り

石
川
県
郷
土
資
料
館
１９
８１
『
須
恵
器
』

６
剣

神
社

隣
接

地
遺

跡
丹
生
郡
織
田
町

越
前
町

沖
積
地

集
落

不
明

須
恵
器

杯
蓋
、
高
杯

５
C
後
半
～
６
C
初

川
本
紀
子
２０
０３
「
越
前
・
若
狭
に
お
け
る
韓
半
島
系
土
器
の
一
様
相
」

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』第

１０
号
北
陸
古
代
土
器
研
究
会

７
中

川
１０

号
墳

坂
井
郡
金
津
町
中
川

あ
わ
ら
町

丘
陵

古
墳

墳
丘
（
採
集
）

須
恵
器

器
台
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

福
井
県
教
育
委
員
会
１９
７５
『
太
田
山
古
墳
群
』

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
１９
７６
『
太
田
山
古
墳
群
と
糞
置
庄
』

８
西

塚
古

墳
遠
敷
郡
上
中
町
脇
袋

若
狭
町

丘
陵

古
墳

墳
丘

須
恵
器

高
杯
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

吉
岡
康
揚
１９
９１
「
北
陸
の
初
期
須
恵
器
」

『
日
本
海
域
の
土
器
』（
古
代
・
中
世
編
）六

興
出
版

９
三

生
野

遺
跡

遠
織
郡
上
中
町

若
狭
町

沖
積
地

集
落

不
明

須
恵
器

台
付
長
頸
壺

５
C
後
半

川
本
紀
子
２０
０３
「
越
前
・
若
狭
に
お
け
る
韓
半
島
系
土
器
の
一
様
相
」

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』第

１０
号
北
陸
古
代
土
器
研
究
会

１０
二

子
山

３
号

墳
遠
織
郡
高
浜
町

高
浜
町

丘
陵

古
墳

不
明

須
恵
器

百
済
系
平
底
壺

６
C
初

川
本
紀
子
２０
０３
「
越
前
・
若
狭
に
お
け
る
韓
半
島
系
土
器
の
一
様
相
」

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』第

１０
号
北
陸
古
代
土
器
研
究
会

１１
畑

中
遺

跡
鯖
江
市

鯖
江
市

沖
積
地

集
落

不
明

須
恵
器

杯
蓋
、
有
蓋
高
杯
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

福
井
県
教
育
委
員
会
１９
７５

『
太
田
山
古
墳
群
』

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
１９
７６
『
太
田
山
古
墳
群
と
糞
置
庄
』

１２
村

国
山

２
号

墳
武
生
市
村
国

越
前
市

丘
陵

古
墳

古
墳
（
採
集
）

須
恵
器

壺
、
�
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

吉
岡
康
揚
１９
９１
「
北
陸
の
初
期
須
恵
器
」

『
日
本
海
域
の
土
器
』（
古
代
・
中
世
編
）六

興
出
版

１３
向
出
山
古
墳

１
号
墳

敦
賀
市
吉
河

敦
賀
市

丘
陵

古
墳

石
室

須
恵
器

高
杯
、
壺
、
杯
蓋（

T
K２
１６

～
T
K２
０８

）
５
C
後
半

吉
岡
康
揚
１９
９１
「
北
陸
の
初
期
須
恵
器
」

『
日
本
海
域
の
土
器
』（
古
代
・
中
世
編
）六

興
出
版

１４
向
出
山
古
墳

２
号
墳

敦
賀
市
吉
河

敦
賀
市

丘
陵

古
墳

墳
丘
（
採
集
）

須
恵
器

坩
、
壺
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

吉
岡
康
揚
１９
９１
「
北
陸
の
初
期
須
恵
器
」

『
日
本
海
域
の
土
器
』（
古
代
・
中
世
編
）六

興
出
版

１５
中

遺
跡

敦
賀
市
中
町

敦
賀
市

扇
状
地

集
落

不
明

須
恵
器

高
杯
、器

台
、杯

身（
T
K７
３
～

T
K２
０８

）
５
C
前
半
～
中
頃

検
証
の
必
要
あ
り

川
本
紀
子
２０
０３
「
越
前
・
若
狭
に
お
け
る
韓
半
島
系
土
器
の
一
様
相
」

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』第

１０
号
北
陸
古
代
土
器
研
究
会

（
未
報
告
資
料
に
多
数
の
初
期
須
恵
器
有
り
）

１６
太

田
山

古
墳

群
６

号
方

形
周

溝
墓

福
井
市
帆
谷
他

福
井
市

丘
陵

古
墳

墳
丘
表
土

須
恵
器

高
杯
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

陶
邑
産

福
井
県
教
育
委
員
会
１９
７５
『
太
田
山
古
墳
群
』

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
１９
７６
『
太
田
山
古
墳
群
と
糞
置
庄
』

１７
末

町
遺

跡
福
井
市
末
町

福
井
市

沖
積
地

集
落

不
明

須
恵
器

高
杯
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

福
井
県
教
育
委
員
会
１９
７５
『
太
田
山
古
墳
群
』

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
１９
７６
『
太
田
山
古
墳
群
と
糞
置
庄
』

１８
上

莇
生

田
遺

跡
福
井
市
上
河
北
町
・

上
莇
生
田
町

福
井
市

沖
積
平
野

集
落

不
明

須
恵
器
�
、
大
型
�
（
T
K２
１６

～
N４
６
）

５
C
後
半

福
井
市
１９
９０
『
福
井
市
史
』資

料
編
考
古

川
本
紀
子
２０
０３
「
越
前
・
若
狭
に
お
け
る
韓
半
島
系
土
器
の
一
様
相
」

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』第

１０
号
北
陸
古
代
土
器
研
究
会

１９
上

河
北

遺
跡

福
井
市
上
河
北
町

福
井
市

沖
積
地

不
明

不
明

須
恵
器

杯
身
、
�
、
杯
蓋
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

吉
岡
康
揚
１９
９１
「
北
陸
の
初
期
須
恵
器
」

『
日
本
海
域
の
土
器
』（
古
代
・
中
世
編
）六

興
出
版

２０
和

田
防

町
遺

跡
福
井
市
和
田
中
町

福
井
市

沖
積
平
野

集
落

不
明

朝
鮮
系
軟
質
土
器

甕
５
C
前
半

福
井
市
１９
９０
「
和
田
防
町
遺
跡
」『
福
井
市
史
』資

料
編
考
古

川
本
紀
子
２０
０３
「
越
前
・
若
狭
に
お
け
る
韓
半
島
系
土
器
の
一
様
相
」

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』第

１０
号
北
陸
古
代
土
器
研
究
会

２１
当

山
美

濃
峠

古
墳

丹
生
郡
清
水
町

福
井
市

丘
陵

古
墳

不
明

陶
質
土
器

高
杯

６
C
前
半

検
証
の
必
要
あ
り

川
本
紀
子
２０
０３
「
越
前
・
若
狭
に
お
け
る
韓
半
島
系
土
器
の
一
様
相
」

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』第

１０
号
北
陸
古
代
土
器
研
究
会

２２
中

角
遺

跡
福
井
市
中
角
町

福
井
市

沖
積
地

集
落

不
明

朝
鮮
系
軟
質
土
器

甕
４
C
後
半
～

５
C
後
半

口
縁
は
布
留
系

頸
部
に
格
子
叩
き
あ
り

川
本
紀
子「

越
前
・
若
狭
に
お
け
る
韓
半
島
系
土
器
の
一
様
相
」

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』第

１０
号
２０
０３

北
陸
古
代
土
器
研
究
会

２３
鳥

越
山

古
墳

松
岡
町

永
平
寺
町

丘
陵

古
墳

不
明

須
恵
器

甕
、
有
蓋
高
杯
、
�
、

器
台
、
杯
蓋
（
O
N４
６
）

５
C
後
半

副
葬
品
に
馬
具
あ
り

松
岡
町
教
育
委
員
会
・
永
平
寺
町
教
育
委
員
会
２０
０５

『
石
舟
山
古
墳
・
鳥
越
山
古
墳
・
二
本
松
山
古
墳
』

２４
加
賀

指
江

B
遺

跡
宇
ノ
気
町

か
ほ
く
市

丘
陵
裾

集
落

河
道

須
恵
器

特
殊
器
台

土
師
器

移
動
式
竈
、甑

、特
殊
器
台

朝
鮮
系
軟
質
土
器

把
手

５
C
後
半
～
６
C
代

在
地
産

切
り
込
み
あ
り

石
川
県
教
育
委
員
会
・（

財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０２

『
宇
ノ
気
町
指
江
遺
跡
・
指
江

B
遺
跡
』

表
７
渡
来
系
遺
物
一
覧
表
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N
o.

地
域

遺
跡
名

所
在

地
立
地

性
格

出
土
層
位
・
遺
構

器
種
（
遺
物
）

時
期

備
考

文
献

新
市
町
村
名

２５
加
賀

大
根

布
砂

丘
遺

跡
内
灘
町
大
根
布
町

内
灘
町

砂
丘

集
落

不
明

土
師
器

杷
手
付
椀

５
～
６
C
代

内
灘
町
１９
８２
『
内
灘
町
史
』

２６
畝

田
・

寺
中

遺
跡

金
沢
市
畝
田
西

金
沢
市

沖
積
平
野

集
落

溝
須
恵
器

無
蓋
高
杯
、�

、杯
身（

T
K２
０８

）な
ど

土
師
器

移
動
式
竈
、甑

５
C
後
半
～
６
C
初

鉄
滓
あ
り

金
沢
市
２０
０４
『
金
沢
市
史
』資

料
編
９
考
古

２７
古

府
ク

ル
ビ

遺
跡

金
沢
市
古
府
町

金
沢
市

沖
積
平
野

集
落

溝
、
竪
穴
建
物

須
恵
器

杯
蓋（

T
K２
１６

）
５
C
後
半
～
６
C
初

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７２
『
金
沢
市
古
府
ク
ル
ビ
遺
跡（

第
１・
２
次
）』

２８
犀

川
鉄

橋
遺

跡
金
沢
市
大
豆
田
本
町
・

本
江
町

金
沢
市

洪
積
台
地

集
落

不
明

須
恵
器

杯
身
、高

杯
、杯

蓋（
T
K２
１６

～
O
N４
６
）

土
師
器

甑
５
C
中
～
後
半
・

７
C
代

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８２
『
犀
川
鉄
橋
遺
跡
』

２９
神

野
遺

跡
金
沢
市
神
野
町

金
沢
市

沖
積
平
野

集
落

溝
土
師
器

甑
５
C
代

底
面
は
多
孔

金
沢
市
教
育
委
員
会
・
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０１
『
金
沢
市
神
野
遺
跡
』�

３０
田

上
西

遺
跡

金
沢
市
田
上
町

金
沢
市

沖
積
平
野

集
落

竪
穴
建
物

土
師
器

甑
７
C
代

把
手

に
切

り
込

み
有
り

金
沢
市
教
育
委
員
会
・
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
００

『
金
沢
市
田
上
西
遺
跡
－
田
上
遺
跡
群
�
－
』

３１
二

口
六

丁
遺

跡
金
沢
市
二
口
町

金
沢
市

沖
積
地

集
落

不
明

朝
鮮
系
軟
質
土
器

甕
５
C
代

口
縁
部
は
受
口

頸
部
は
格
子
叩
き

金
沢
市
教
育
委
員
会
・
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会
・
金
沢
市
建
設
部
駅
西
開
発

課
１９
８３
『
金
沢
市
二
口
六
丁
遺
跡
』

３２
塚

崎
８

号
横

穴
金
沢
市
塚
崎
町

金
沢
市

沖
積
平
野

横
穴
墓

横
穴
墓

須
恵
器

平
底
短
頸
壺

７
C
前
半

金
沢
市
１９
９９
『
金
沢
市
史
』資

料
編
１９

考
古

３３
高

岡
町

遺
跡

金
沢
市
高
岡
町

金
沢
市

台
地

集
落

包
含
層

半
瓦
当

７
C
後
半

非
在

地
産
？
検

証
の
必
要
あ
り

（
財
）金

沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０３
『
高
岡
町
遺
跡
』�

金
沢
市

３４
相

川
中

１
号

墳
松
任
市
北
相
川

白
山
市

沖
積
地

古
墳

墳
丘

須
恵
器

杯
身
、杯

蓋
、�
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

古
墳
は
現
在
消
滅

松
任
市
教
育
委
員
会
１９
６７
『
加
賀
三
浦
遺
跡
の
調
査
』

３５
北

安
田

北
遺

跡
松
任
市
北
安
田
町

白
山
市

沖
積
地

集
落

包
含
層

溝
、
竪
穴
建
物

土
師
器

移
動
式
竈
、甑

７
C
中
頃
～

８
C
中
頃

鉄
滓
あ
り

松
任
市
教
育
委
員
会
１９
９２
『
北
安
田
北
遺
跡
』�

３６
旭

遺
跡

松
任
市
一
塚
町

白
山
市

沖
積
地

集
落

竪
穴
建
物

土
師
器

杷
手
付
椀

６
C
代

松
任
市
教
育
委
員
会
１９
９５
『
旭
遺
跡
群
』�

３７
末

松
A

遺
跡

野
々
市
町
末
松
・
中
林

野
々
市
町

扇
状
地

集
落

包
含
層

土
師
器

移
動
式
竈

７
C
代

鞴
の
羽
口
あ
り

石
川
県
教
育
委
員
会
・（

財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０５

『
野
々
市
町
末
松
遺
跡
』

３８
末

松
ダ

イ
カ

ン
遺

跡
野
々
市
町
末
松

野
々
市
町

扇
状
地

集
落

竪
穴
建
物

土
師
器

移
動
式
竈

７
C
末
～
８
C
初

石
川
県
教
育
委
員
会
・（

財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
００

「
末
松
ダ
イ
カ
ン
遺
跡
」『
野
々
市
町
末
松
遺
跡
群
』

３９
下

開
発

遺
跡

辰
口
町
下
開
発

能
美
市

扇
状
地

集
落

包
含
層

土
師
器

移
動
式
竈
、甑

５
C
末
～
６
C
前
半
・

７
C
前
半

竈
は
未
報
告

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８８
『
辰
口
西
部
遺
跡
群
』�

４０
徳

久
荒

屋
遺

跡
辰
口
町
下
開
発

能
美
市

扇
状
地

集
落

包
含
層

柱
穴

土
師
器

甑
７
C
前
半

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８８
『
辰
口
西
部
遺
跡
群
』�

４１
茶

臼
山

１
号

墳
辰
口
町
下
開
発

能
美
市

丘
陵

古
墳

墳
丘

須
恵
器

台
脚
付
短
頸
壺（

T
K２
１６

～
O
N４
６
）

５
C
後
半

辰
口
町
教
育
委
員
会
１９
８２
『
辰
口
町
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
』�

辰
口
町
教
育
委
員
会
２０
０４
『
辰
口
町
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
』�

４２
茶

臼
山

３
号

墳
辰
口
町
下
開
発

能
美
市

丘
陵

古
墳

周
溝

須
恵
器

甕
、�

、大
型
�（

T
K２
０８

）
５
C
後
半

辰
口
町
教
育
委
員
会
１９
８２
『
辰
口
町
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
』�

辰
口
町
教
育
委
員
会
２０
０４
『
辰
口
町
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
』�

４３
茶

臼
山

６
号

墳
辰
口
町
下
開
発

能
美
市

丘
陵

古
墳

墳
丘

周
溝

須
恵
器

有
蓋
高
杯（

T
K２
０８

）
５
C
後
半

辰
口
町
教
育
委
員
会
１９
８２
『
辰
口
町
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
』�

辰
口
町
教
育
委
員
会
２０
０４
『
辰
口
町
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
』�

４４
茶

臼
山

１２
号

墳
辰
口
町
下
開
発

能
美
市

丘
陵

古
墳

墳
丘

須
恵
器
�
、甕

、杯
蓋（

T
K２
０８

～
T
K２
３
）

土
師
器

杷
手
付
椀

５
C
後
半

辰
口
町
教
育
委
員
会
１９
８２
『
辰
口
町
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
』�

辰
口
町
教
育
委
員
会
２０
０４
『
辰
口
町
下
開
発
茶
臼
山
古
墳
群
』�

４５
和

田
山

４
号

墳
寺
井
町
和
田

能
美
市

丘
陵

古
墳

周
溝

須
恵
器
�
、有

蓋
高
杯
、杯

身（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
寺
井
町
・
寺
井
町
教
育
委
員
会
１９
９７
『
加
賀
能
美
古
墳
群
』

４６
和

田
山

５
号

墳
寺
井
町
和
田

能
美
市

丘
陵

古
墳

墳
丘

須
恵
器

甕（
T
K２
１６

～
O
N４
６
）

５
C
後
半

石
川
県
寺
井
町
・
寺
井
町
教
育
委
員
会
１９
９７
『
加
賀
能
美
古
墳
群
』

４７
和

田
山

２２
号

墳
寺
井
町
和
田

能
美
市

丘
陵

古
墳

周
溝

須
恵
器

甕（
T
K２
１６

～
O
N４
６
）

５
C
後
半

石
川
県
寺
井
町
・
寺
井
町
教
育
委
員
会
１９
９７
『
加
賀
能
美
古
墳
群
』

４８
寺

井
山

１
号

墳
寺
井
町
寺
井

能
美
市

丘
陵

古
墳

墳
丘
（
採
集
）

須
恵
器

甕
、�
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
寺
井
町
・
寺
井
町
教
育
委
員
会
１９
９７
『
加
賀
能
美
古
墳
群
』

４９
額

見
町

遺
跡

小
松
市
額
見
町

小
松
市

台
地

集
落

包
含
層
、
竪
穴
建
物

＊
L
字
形
竈

土
師
器

甕
移
動
式
竈
、甑

、
朝
鮮
系
軟
質
土
器

甕
７
C
前
半
～
中
頃

鉄
滓
あ
り

竪
穴
建
物
２３

棟
小
松
市
教
育
委
員
会
１９
９８
『
額
見
町
遺
跡（

額
見
町
遺
跡

A
地
区
）』

５０
額

見
町

西
遺

跡
小
松
市
額
見
町

小
松
市

台
地

集
落

竪
穴
建
物

＊
L
字
形
竈

土
師
器

甑
６
C
末
～
７
C
初

竪
穴
建
物
３
棟

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０２
『
額
見
町
西
遺
跡
』

表
８
渡
来
系
遺
物
一
覧
表
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N
o.

地
域

遺
跡
名

所
在

地
立
地

性
格

出
土
層
位
・
遺
構

器
種
（
遺
物
）

時
期

備
考

文
献

新
市
町
村
名

５１
加
賀

矢
田

野
遺

跡
小
松
市
月
津
町

小
松
市

台
地

集
落

竪
穴
建
物

＊
L
字
形
竈

須
恵
器

有
蓋
高
杯
、甕

土
師
器

甕
、甑

７
C
前
半

竪
穴
建
物
２
棟

荒
木
麻
理
子
２０
０５
「
矢
田
野
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』第

１３
号

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

５２
矢

田
野

エ
ジ

リ
古

墳
小
松
市
月
津
町

小
松
市

台
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

鈴
台
付
高
杯

６
C
前
半

円
筒
埴
輪（

倒
立
技
法
）

人
物
埴
輪
、馬

形
埴
輪
等

小
松
市
教
育
委
員
会
１９
９２
『
矢
田
野
エ
ジ
リ
古
墳
』

５３
念

仏
林

南
遺

跡
小
松
市
月
津
町

小
松
市

台
地

集
落

竪
穴
建
物

土
師
器

甑
６
C
代

鉄
滓
あ
り

小
松
市
教
育
委
員
会
１９
９９
『
念
仏
林
南
遺
跡
�
』

５４
薬

師
遺

跡
小
松
市
矢
崎
町

小
松
市

台
地

集
落

竪
穴
建
物

＊
L
字
形
竈

土
師
器

移
動
式
竈

７
C
中
頃

小
松
市
教
育
委
員
会
２０
０３
『
薬
師
遺
跡
』

５５
島

遺
跡

小
松
市
島
町

小
松
市

台
地

集
落

竪
穴
建
物

土
師
器

移
動
式
竈

須
恵
器

甑
５
C
後
半
～
６
C
代

鉄
滓
あ
り

小
松
市
教
育
委
員
会
１９
９８
『
島
遺
跡
』

５６
高

堂
遺

跡
小
松
市
高
堂

小
松
市

沖
積
平
野

集
落

包
含
層

須
恵
器

杯
蓋（

T
K２
１６

）
５
C
後
半

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８１
『
高
堂
遺
跡
』

５７
漆

町
遺

跡
小
松
市
漆
町
・
金
屋
町

白
江
町
・
若
杉
町

小
松
市

沖
積
地

集
落

溝
須
恵
器

直
口
壺
、甑
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

鉄
滓
あ
り

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８９
『
漆
町
遺
跡
�
』

５８
千

代
・

能
美

遺
跡

小
松
市
能
美
町

小
松
市

沖
積
平
野

集
落

河
道

土
師
器

甑
４
～
５
C
代

山
陰
系

林
大
智
２０
０２
「
千
代
・
能
美
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』第

７
号

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

５９
林

タ
カ

ヤ
マ

窯
跡

小
松
市
林

小
松
市

丘
陵

窯
跡

窯
内

須
恵
器

平
底
短
頸
壺（

百
済
系
？
）、
有
蓋
三
足
壺

土
師
器

甑
６
C
末
～
７
C
初

甑
は

把
手

に
切

り
込
み
有
り

小
松
市
教
育
委
員
会
１９
９９
『
林
タ
カ
ヤ
マ
窯
跡
』

６０
千

崎
遺

跡
加
賀
市
美
岬
町
千
崎

加
賀
市

洪
積
台
地

集
落

竪
穴
建
物

須
恵
器

杯
身（

T
K２
１６

）
土
師
器

移
動
式
竈

朝
鮮
系
軟
質
土
器

甑
５
C
後
半
～
６
C
初

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７２
『
加
賀
市
千
崎
・
大
畠
遺
跡
』

６１
美

岬
・

千
崎

B
遺

跡
加
賀
市
岬
町
浜
山

加
賀
市

洪
積
台
地

集
落

柱
穴

土
坑

土
師
器

甑
５
C
後
半

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
９８
『
美
岬
・
千
崎
遺
跡
』

６２
弓

波
遺

跡
加
賀
市
弓
波
町
・

七
日
市
町
・
八
日
市
町

加
賀
市

沖
積
平
野

集
落

川
跡

土
師
器

移
動
式
竈
、甑

朝
鮮
系
軟
質
土
器

把
手
付
鍋
、長

胴
甕

６
C
代

軟
質
土
器
の
甕
体
部
に

格
子
目
タ
タ
キ
あ
り

石
川
県
教
育
委
員
会
・（

財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０３
『
弓
波
遺
跡
』

６３
松

山
C

遺
跡

加
賀
市
松
山
町

加
賀
市

沖
積
平
野

集
落

柱
穴 溝

土
師
器

移
動
式
竈
、甑

６
C
～
７
C
代

鞴
羽
口
、鉄

滓
鉄
製
品
あ
り

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０１
『
加
賀
市
松
山

C
遺
跡
』

６４
敷

地
天

神
山

遺
跡

加
賀
市
敷
地
寺
岡
町

加
賀
市

洪
積
台
地

集
落

竪
穴
建
物

須
恵
器

角
杯

土
師
器

把
手
付
椀

７
C
初

角
杯
は
在
地
産

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８７
『
敷
地
天
神
山
遺
跡
群
』

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８２
『
能
登
海
浜
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
�

（
志
賀
町
中
村
畑
遺
跡
・
志
賀
町
女
郎
塚
遺
跡
）』

６５
篠

原
遺

跡
加
賀
市
篠
原
町

加
賀
市

洪
積
台
地

集
落

包
含
層

土
坑

土
師
器

甑
７
C
代

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８７
『
篠
原
遺
跡
』

６６
潮

津
金

場
遺

跡
加
賀
市
潮
津
町

加
賀
市

平
野

集
落

竪
穴
建
物

土
坑

土
師
器

甑
５
C
後
半

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
９７
『
潮
津
遺
跡
群
』

６７
永

町
遺

跡
加
賀
市
大
聖
寺
永
町

加
賀
市

沖
積
地

集
落

土
坑

須
恵
器

杯
蓋（

T
K２
１６

）
５
C
後
半

吉
岡
康
揚
１９
９１
「
北
陸
の
初
期
須
恵
器
」

『
日
本
海
域
の
土
器
』（
古
代
・
中
世
編
）六

興
出
版

６８
永
町
ガ
マ
ノ
マ
ガ
リ
遺
跡

加
賀
市
大
聖
寺
永
町

加
賀
市

沖
積
地

集
落

土
坑

須
恵
器

甑
、杯

蓋（
O
N４
６
～
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８７
『
永
町
ガ
マ
ノ
マ
ガ
リ
遺
跡
』

６９
二

子
塚

遺
跡

加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

集
落

竪
穴
建
物

須
恵
器

甕（
O
N４
６
）

５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７０
二

子
塚

１０
号

墳
加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

甕（
O
N４
６
）

５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７１
二

子
塚

１６
号

墳
加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

甕（
O
N４
６
～
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７２
二

子
塚

１９
号

墳
加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

杯
身
、器

台
、甕
（
O
N４
６
）

５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７３
二

子
塚

２０
号

墳
加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

甕（
O
N４
６
～
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７４
二

子
塚

２１
号

墳
加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

短
頸
壺（

O
N４
６
～
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７５
二

子
塚

２３
号

墳
加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

甕
、�
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

表
９
渡
来
系
遺
物
一
覧
表

― 62 ―



N
o.

地
域

遺
跡
名

所
在

地
立
地

性
格

出
土
層
位
・
遺
構

器
種
（
遺
物
）

時
期

備
考

文
献

新
市
町
村
名

７６
加
賀

二
子

塚
２９

号
墳

加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

壺（
O
N４
６
）

５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７７
二

子
塚

３３
号

墳
加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

杯
身（

O
N４
６
～
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７８
二

子
塚

３６
号

墳
加
賀
市
二
子
塚

加
賀
市

沖
積
地

古
墳

周
溝

須
恵
器

甕
、壺
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

石
川
県
教
育
委
員
会
１９
７４
『
加
賀
市
二
子
塚
遺
跡
群
調
査
概
報
』

７９
吸

坂
丸

山
５

号
墳

加
賀
市
吸
坂
町
丸
山

加
賀
市

丘
陵
裾

古
墳

周
溝

須
恵
器
�
、壺
（
T
K２
０８

頃
）

５
C
後
半

金
製
細
環

人
物
埴
輪
、鳥

形
土
製
品

加
賀
市
教
育
委
員
会
１９
９０
『
吸
坂
丸
山
古
墳
群
』

８０
大

菅
波

D
遺

跡
加
賀
市
大
管
波

加
賀
市

沖
積
平
野

集
落

溝
須
恵
器

杯
身
、甑

、�
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

甑
は

把
手

に
切

り
込
み
有
り

加
賀
市
教
育
委
員
会
１９
９１
『
大
管
波

D
略
報
』

８１
能
登

武
部
シ
ョ
ウ
ブ
ダ
遺
跡

鹿
島
郡
鹿
島
町
武
部

中
能
登
町

扇
状
地

集
落

包
含
層

土
師
器

甑
６
C
～
７
C
代

鞴
羽
口
、鉄

滓
あ
り

石
川
県
教
育
委
員
会
・（

財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０２

『
武
部
シ
ョ
ウ
ブ
ダ
遺
跡
』

８２
小

竹
ガ

ラ
ボ

山
古

墳
鹿
島
郡
鹿
島
町
小
竹

中
能
登
町

低
丘
陵
裾
部

古
墳

墳
丘

須
恵
器

器
台
、甕
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

鹿
島
町
教
育
委
員
会
１９
８５
『
小
竹
ガ
ラ
ボ
山
古
墳
・
小
竹
平
遺
跡
』

８３
水

白
モ

ン
シ

ョ
遺

跡
鹿
島
郡
鹿
島
町
水
白

中
能
登
町

扇
状
地

集
落

包
含
層

土
師
器

移
動
式
竈

５
C
後
半
～

６
C
前
半

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８９
『
水
白
モ
ン
シ
ョ
遺
跡
』

８４
久

江
C

遺
跡

鹿
島
郡
鹿
島
町
久
江

中
能
登
町

山
地
斜
面

散
布
地

包
含
層

土
師
器

移
動
式
竈

５
C
～
６
C
代

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
００
「
久
江

C
遺
跡
」『
鹿
島
町
久
江
遺
跡
群
』

８５
曽

祢
C

遺
跡

鹿
島
郡
鹿
島
町
曽
祢

中
能
登
町

扇
状
地

集
落

包
含
層

河
道

土
師
器

移
動
式
竈

７
C
代

（
社
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
保
存
協
会
１９
９５
『
曽
祢

C
遺
跡
』

８６
高

畠
テ

ラ
ダ

遺
跡

鹿
島
郡
鹿
島
町
高
畠

中
能
登
町

平
地

集
落

不
明

土
師
器

移
動
式
竈

７
C
代

（
社
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
保
存
協
会
１９
９４
『
藤
井
サ
ン
ジ
ョ
ガ
リ
遺
跡
・
高
畠

テ
ラ
ダ
遺
跡
・
高
畠
カ
ン
ジ
ダ
遺
跡
』

８７
芦

川
八

幡
遺

跡
鹿
島
郡
鹿
島
町
芦
川

中
能
登
町

沖
積
地

集
落

不
明

須
恵
器

大
型
�（

T
K２
０８

）
５
C
後
半

鹿
島
町
１９
６６
『
鹿
島
町
史
』

８８
大

槻
バ

ス
停

遺
跡

鹿
島
郡
鳥
屋
町
大
槻

中
能
登
町

沖
積
地

集
落

採
集

土
師
器

移
動
式
竈

５
C
～
７
C
代

埋
蔵
文
化
財
研
究
会
１９
９２
『
第
３２

回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会

古
墳
時
代
の
竈
を
考
え
る
』第

２
分
冊

８９
春

木
黍

谷
遺

跡
鹿
島
郡
鳥
屋
町

中
能
登
町

丘
陵
裾

集
落

包
含
層

土
坑

土
師
器

甑
７
C
後
半

把
手

に
切

り
込

み
有
り

鳥
屋
町
教
育
委
員
会
１９
９５
『
春
木
縄
文
遺
跡
・
春
木
黍
谷
遺
跡
』

９０
沢

ソ
ウ

ダ
ケ

遺
跡

鹿
島
郡
鹿
西
町
金
丸

中
能
登
町

扇
状
地

集
落

不
明

土
師
器

甑
７
C
～
８
C
代

鹿
西
町
教
育
委
員
会
２０
０３
『
沢
ソ
ウ
ダ
ケ
遺
跡
・
宮
地
遺
跡
』

９１
谷
内
ブ
ン
ガ
ヤ
チ
遺
跡

鹿
島
郡
鹿
西
町

金
丸
谷
内
・
杉
谷

中
能
登
町

丘
陵
裾

集
落

包
含
層

土
師
器

甑
４
～
５
C
代

底
面
は
、多

孔
（
財
）石

川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
９５
『
谷
内
・
杉
谷
遺
跡
群
』

９２
寺

家
遺

跡
羽
咋
市
寺
家
町
・
柳
田
町

羽
咋
市

砂
丘

集
落

包
含
層

溝
、
竪
穴
建
物

須
恵
器

移
動
式
竈（

T
K４
７
）

土
師
器

甑
７
C
～
８
C
代

移
動
式
竈
は
検
証
の
必
要
あ
り

鉄
製
品
、鞴

の
羽
口
あ
り

（
財
）石

川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
９７
『
寺
家
遺
跡
』

（
財
）石

川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８８
『
寺
家
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』�

９３
柳

田
シ

ャ
コ

デ
遺

跡
羽
咋
市
柳
田
町

羽
咋
市

台
地

集
落

竪
穴
建
物

土
師
器

甑
７
C
初

把
手

に
切

り
込

み
有
り

（
財
）石

川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８４
『
柳
田
シ
ャ
コ
デ
遺
跡
』

９４
四

柳
白

山
下

遺
跡

羽
咋
市
四
柳
町

羽
咋
市

扇
状
地

集
落

包
含
層

土
師
器

甑
７
C
初

鉄
滓
、鞴

の
羽
口
あ

り
石
川
県
教
育
委
員
会
・（

財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２０
０５
『
四
柳
白
山
下
遺
跡
』�

９５
四

柳
ミ

ッ
コ

遺
跡

羽
咋
市
四
柳
町

羽
咋
市

扇
状
地

集
落

竪
穴
建
物

須
恵
器

無
蓋
高
杯
、�
（
T
K７
３
～
T
K２
０８

）、
�
、杯

身（
O
N４
６
）

５
C
中
頃

鞴
羽
口（

専
用・

転
用
）

鉄
滓
、臼

玉
林
大
智
１９
９９
「
四
柳
ミ
ッ
コ
遺
跡（

第
２
次
調
査
）」『

石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』第

２
号

（
財
）石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

９６
太

田
ツ

ツ
ミ

ダ
遺

跡
羽
咋
市
太
田
町

羽
咋
市

沖
積
地

集
落

不
明

土
師
器

甑
７
C
～
８
C
代

羽
咋
市
教
育
委
員
会
１９
９５
『
太
田
ツ
ツ
ミ
ダ
遺
跡
』

９７
長

者
川

遺
跡

羽
咋
市
兵
庫
町

松
ヶ
下
・
御
坊
山

羽
咋
市

沖
積
低
地

集
落

包
含
層

土
師
器

移
動
式
竈

６
C
～
７
C
代

鉄
滓
あ
り

羽
咋
市
教
育
委
員
会
１９
９７
『
長
者
川
遺
跡
』�

羽
咋
市
教
育
委
員
会
２０
０５
『
長
者
川
遺
跡
』�

９８
正

友
遺

跡
押
水
町
正
友

宝
達
志
水
町

丘
陵

集
落

不
明

須
恵
器

把
手
付
椀（

O
N４
６
）

５
C
後
半

石
川
県
郷
土
資
料
館
１９
８１
『
須
恵
器
』

９９
竹

生
野

遺
跡

押
水
町
竹
生
野

宝
達
志
水
町

丘
陵

集
落

包
含
層

須
恵
器

杯
蓋
、把

手
付
椀（

T
K２
１６

）、
杯
身（

T
K２
０８

）
５
C
後
半

鉄
製
品
あ
り

甑
底
面
は
多
孔

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
１９
８０
『
竹
生
野
遺
跡
』

１０
０

二
口
か
み
あ
れ
た
遺
跡

志
雄
町
二
口

宝
達
志
水
町

沖
積
地

集
落

包
含
層

溝
土
師
器

甑
４
C
代

志
雄
町
教
育
委
員
会
１９
９５
『
二
口
か
み
あ
れ
た
遺
跡
』�

志
雄
町
教
育
委
員
会
１９
９９
『
二
口
か
み
あ
れ
た
遺
跡
』（
第
２
次
）
�

１０
１

越
中

開
ヶ

丘
中

遺
跡

富
山
市
開
ヶ
丘

富
山
市

丘
陵

集
落

不
明

土
師
器

移
動
式
竈

不
明

竈
は
未
報
告

富
山
市
教
育
委
員
会
２０
０３

『
富
山
市
開
ヶ
丘
中
遺
跡
・
開
ヶ
丘
狐
谷
�
遺
跡
発
掘
調

査
報
告
書
』

１０
２

伝
福

居
古

墳
富
山
市
福
居

富
山
市

沖
積
地

古
墳

不
明

陶
質
土
器

台
付
壺

５
C
～
６
C
代

石
川
県
郷
土
資
料
館
１９
８１

『
須
恵
器
』

表
１０

渡
来
系
遺
物
一
覧
表
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N
o.

地
域

遺
跡
名

所
在

地
立
地

性
格

出
土
層
位
・
遺
構

器
種
（
遺
物
）

時
期

備
考

文
献

新
市
町
村
名

１０
３

越
中

若
宮

B
遺

跡
富
山
市
立
山
町
若
宮

富
山
市

扇
状
地

集
落

包
含
層

竪
穴
建
物

須
恵
器

杯
蓋
、
杯
身
、
甕
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

富
山
県
教
育
委
員
会
１９
８２

『
北
陸
自
動
車
道
遺
跡
調
査
報
告
』（

立
山
町

土
器
・
石

器
編
）

１０
４

流
通

業
務

団
地

N
O
．７

遺
跡
（
５
号

墳
）

射
水
郡
大
門
水
戸
田

小
杉
町
青
井
谷

射
水
市

丘
陵

古
墳

墳
丘

須
恵
器

甕
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

富
山
市
教
育
委
員
会
１９
８２

『
小
杉
流
通
業
務
地
内
遺
跡
群
第
３
・
４
次
概
要
』

１０
５

流
通

業
務

団
地

N
O
．７

遺
跡
（
６
号

墳
）

射
水
郡
大
門
水
戸
田

小
杉
町
青
井
谷

射
水
市

丘
陵

古
墳

周
溝

須
恵
器

有
蓋
高
杯
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

富
山
市
教
育
委
員
会
１９
８２

『
小
杉
流
通
業
務
地
内
遺
跡
群
第
３
・
４
次
概
要
』

１０
６

道
林

寺
�

遺
跡

小
矢
部
市
道
林
寺

小
矢
部
市

沖
積
地

集
落

竪
穴
建
物

須
恵
器

杯
身
（
T
K７
３
）、

杯
身
、
�
、
杯
蓋
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

富
山
市
教
育
委
員
会
１９
７８

『
日
の
宮
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

１０
７

中
尾

新
保

谷
内

遺
跡

氷
見
市
大
野
・
中
尾

氷
見
市

沖
積
平
野

集
落

包
含
層

土
師
器

移
動
式
竈

６
C
代

富
山
市
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
２０
０４

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要

－
平
成
１５

年
度
－
』

富
山
市
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
２０
０５

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
－
平
成
１６

年
度
－
』

１０
８

中
谷

内
遺

跡
氷
見
市
中
谷
内

氷
見
市

沖
積
平
野

集
落

包
含
層

土
師
器

移
動
式
竈

５
C
～
６
C
代

鞴
の
羽
口
あ
り

鳥
形
土
製
品
あ
り

富
山
市
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
２０
０４

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要

－
平
成
１５

年
度
－
』

富
山
市
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
２０
０５

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
－
平
成
１６

年
度
－
』

１０
９

上
久

津
呂

中
屋

遺
跡

氷
見
市
上
久
津
呂

氷
見
市

沖
積
平
野

集
落

包
含
層

須
恵
器

角
杯

６
C
～
７
C
代

在
地
産

海
綿
骨
針
を
多
く
含
む

富
山
市
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
２０
０４

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要

－
平
成
１５

年
度
－
』

富
山
市
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
２０
０５

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要

『
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
－
平
成
１６

年
度
－
』

１１
０

イ
ヨ
ダ
ノ
ヤ
マ
３
号
墳

氷
見
市
上
田

氷
見
市

丘
陵

古
墳

墳
丘

須
恵
器

杯
蓋
、
甕
、
�
、
杯
身
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

大
野
究
１９
９８

「
イ
ヨ
ダ
ノ
ヤ
マ
３
号
墳
」『

氷
見
市
立
博
物
館
年
報
１６

号
』

氷
見
市
２０
０２

『
氷
見
市
史
』
資
料
第
５
考
古

１１
１

神
代

羽
連

遺
跡

氷
見
市
神
代

氷
見
市

沖
積
地

集
落

不
明

土
師
器

移
動
式
竈
、
甑

５
C
末
～

６
C
前
半

氷
見
市
２０
０２

『
氷
見
市
史
』
資
料
第
５
考
古

１１
２

柳
田

遺
跡

氷
見
市
柳
田

氷
見
市

砂
洲

集
落

不
明

土
師
器

移
動
式
竈
、
甑

５
C
末

氷
見
市
２０
０２

『
氷
見
市
史
』
資
料
第
５
考
古

１１
３

麻
生

谷
新

生
園

遺
跡

高
岡
市
麻
生
谷

高
岡
市

沖
積
平
野

集
落

竪
穴
建
物

溝
土
師
器

移
動
式
竈

６
C
末
～
７
C
初

鞴
の
羽
口
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア

土
器
あ
り

高
岡
市
教
育
委
員
会
１９
９７

『
麻
生
谷
遺
跡
・
麻
生
谷
新
生
園
遺
跡
調
査
報
告
』

１１
４

城
光

寺
B
２

号
墳

高
岡
市
城
光
寺

高
岡
市

丘
陵

古
墳

墳
丘

周
溝

須
恵
器
�
（
O
N４
６
～
T
K２
０８

）
５
C
後
半

高
岡
市
教
育
委
員
会
１９
５８

『
高
岡
市
埋
蔵
文
化
財
概
報
』

１１
５

寺
山

古
墳

高
岡
市
城
光
寺

高
岡
市

丘
陵

古
墳

墳
丘
（
採
集
）

須
恵
器

杯
身
、
高
杯
、
杯
蓋
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

高
岡
市
教
育
委
員
会
１９
５８

『
高
岡
市
埋
蔵
文
化
財
概
報
』

１１
６

加
納

横
穴

西
砺
波
郡
福
岡
町
加
納

高
岡
市

丘
陵

横
穴
墓

墳
丘

須
恵
器

杯
身
、
杯
蓋
、
台
付
長
頸
壺
、

高
杯
、
提
瓶

６
C
後
半
～

７
C
代

富
山
県
１９
７２

『
富
山
県
史
』
考
古
編

１１
７

上
野

１
号

墳
西
砺
波
郡
福
岡
町
上
野

高
岡
市

丘
陵

古
墳

墳
丘
（
採
集
）

須
恵
器

大
型
�
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

富
山
県
１９
７２

『
富
山
県
史
』
考
古
編

１１
８

利
田

横
枕

遺
跡

立
山
市
利
田
横
枕

立
山
市

沖
積
平
野

集
落

包
含
層

土
師
器

移
動
式
竈
、
把
手
付
椀

６
C
後
半
～

７
C
初

富
山
県
１９
７２

『
富
山
県
史

考
古
編
』

立
山
町
教
育
委
員
会
２０
０１

『
利
田
横
枕
遺
跡
』

１１
９

越
後

蟻
子

山
古

墳
群

南
魚
沼
郡
六
日
町
余
川

南
魚
沼
市

丘
陵

古
墳

不
明

須
恵
器

大
型
�
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

金
子
拓
男
１９
７７

「
伊
予
郡
の
古
墳
」『

南
魚
沼
』

１２
０

飯
綱

山
古

墳
群

南
魚
沼
郡
六
日
町
余
川

南
魚
沼
市

丘
陵

古
墳

不
明

須
恵
器
�
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

金
子
拓
男
１９
７７

「
伊
予
郡
の
古
墳
」『

南
魚
沼
』

１２
１

余
川

中
道

遺
跡

南
魚
沼
郡
六
日
町
余
川

南
魚
沼
市

沖
積
地

集
落

竪
穴
建
物

土
坑

須
恵
器

杯
蓋
・
杯
身
、
甕
、
壺
、
高
杯
、

甑
、
�
（
T
K２
１６

～
T
K２
０８

）
５
C
後
半

集
落

内
祭

祀
場

あ
り

新
潟
県
教
育
委
員
会
・
（
財
）
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
２０
０５

『
余
川
中
道
遺
跡
』
�

１２
２

下
山

１
号

墳
南
魚
沼
郡
大
和
町
浦
佐

南
魚
沼
市

丘
陵

古
墳

石
室
内

須
恵
器

大
型
�
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

中
川
成
夫
１９
６３

『
新
潟
県
魚
野
川
流
域
古
墳
群
の
調
査
』
立
教
大
学

１２
３

下
山

３
号

墳
南
魚
沼
郡
大
和
町
浦
佐

南
魚
沼
市

丘
陵

古
墳

石
室
内

須
恵
器
�
（
T
K２
０８

）
５
C
後
半

中
川
成
夫
１９
６３

『
新
潟
県
魚
野
川
流
域
古
墳
群
の
調
査
』
立
教
大
学

１２
４

田
伏

遺
跡

糸
魚
川
市
田
伏

糸
魚
川
市

沖
積
地

集
落

包
含
層

須
恵
器

杯
身
（
T
K２
１６

）
５
C
後
半

糸
魚
川
市
教
育
委
員
会
１９
７２

『
田
伏
玉
作
遺
跡
』

表
１１

渡
来
系
遺
物
一
覧
表
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